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第 2 章では異種のアルキル基を併せ持つ POSS を合成し、それを PMMA に添加して、
従来の 1 種類の置換基のみを持つ POSS との物性を比較している。MS スペクトルより




第 3 章では POSS フィラーの光・電子機能性材料への更なる応用のために、POSS 含
有共役系高分子ハイブリッドフィルムの電荷移動度の評価について説明されている。そ  





第 4 章ではポリマーの低屈折率化と耐久性の向上の両立を可能にする POSS の開発に
ついて検討されている。POSS の 8 つの置換基のうち、7 つが元素の分極率が低いフッ
素を有するフッ素化アルキル基で、残りの 1 つがポリマー材料と相互作用しやすい置換















第 7 章では PMMA 主鎖あるいは側鎖と相互作用する置換基を一部に有する POSS の
合成及びそれを用いたハイブリッドフィルムの物性について調べられている。アルキル
鎖のみを持つ POSS では PMMA 鎖と相互作用しないため、PMMA 鎖の運動性抑制によ
る耐熱性 (Td50)の向上が見られるが、機械的特性の向上はみられない。そこで、PMMA
鎖と相互作用する POSS を開発した。まず、PMMA 主鎖と相互作用するようなメタクリ
レート基を有する POSS を作成し、そのハイブリッドフィルムを評価したところ、アニ






（続紙 ２ ） 
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（論文審査の結果の要旨）  
本博士学位論文では、かご型シルセスキオキサン（POSS）を基盤とした機能性材料
の創製を目標とした POSS 誘導体の研究成果をまとめたものである。 
 第 1 章では共役系高分子（ポリチオフェン、ポリフルオレン）に側鎖を変えた種々の
POSS をフィラーとして導入することで、共役系高分子と POSS が高い親和性を有し、
側鎖長により耐熱性の向上やポリマーの凝集状態の抑制によるフィルム構造の均一化
に効果的であることが明らかとなった。  
 第 2 章では異種の置換基を併せ持つ POSS を簡便に合成し、PMMA とのハイブリッド
フィルムにおいて良好な透過性を保ち、屈折率をより効果的に低下させ、更に耐熱性及
び機械的特性を向上させることに成功した。  
 第 3 章では POSS 含有共役系高分子ハイブリッドフィルムの電荷移動度を調査した。
その結果、POSS を添加しても共役系高分子の電荷移動度は低下せず、POSS フィラーの
共役系高分子や有機光電子機能性材料の機能の向上の可能性を示した。  
 第 4 章ではフッ素化アルキル基とポリマーと相互作用しやすい置換基を有する POSS
を合成し、PMMA とのハイブリッドフィルムにおいて、良好な透過性を保ち、屈折率の
大幅な低下、熱的・機械的特性の向上といった複数の物性の向上を両立させることので
きる POSS の開発に成功した。  
 第 5 章ではハロゲン化芳香族置換基を有する POSS を合成し、ポリスチレンとのハイ
ブリッドフィルムにおいて、良好な透過性を保ち、屈折率の上昇、熱的・機械的特性を
向上させることに成功した。  




 第 7 章では PMMA 鎖と相互作用する置換基を有する POSS を合成し、主鎖と相互作用
する POSS において PMMA とのハイブリッドフィルムの耐熱性 (Td50)及び機械的特性が
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